
一
、
解
題
末
尾
に
、
印
を
採
集
し
た
資
料
名
を
添
え
た
。

参
照
し
た
。

一
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
印
文
の
読
み
を
記
し
た
。

一
、
排
列
は
人
名
（
印
の
使
用
者
名
）
の
五
十
音
順
と
す
る
。

一
、
本
稿
は
本
館
所
蔵
資
料
に
見
ら
れ
る
蔵
書
印
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
従
来
の
蔵
書
印
譜
等
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
も
の
‘
或
い
は
、
本
学
及
び
本
館
に
関
係
の
深
い
も
の
か
ら
掲
げ

る
こ
と
を
心
が
け
、

以
っ
て
示
し
た
。

凡

や
が
て
他
へ
も
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
が
、

掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
印
影
は
原
則
と
し
て
原
寸
大
と
す
る
。
印
色
は
各
々
の
原
色
を
再
現
す
る
の
は
困
難
な
た
め
、

一
、
印
の
使
用
者
の
経
歴
等
、
簡
略
な
解
題
を
付
し
た
。
参
考
文
献
は

一
々
あ
げ
な
い
が
、

例

闘
鱈
齢

蔵

書

印

譜

印
影
の
紹
介
を
眼
目
と
し
、
年
代
•
分
野
等
に
捉
わ
れ
ず

私

稿

（
お
お
え

（六）

よ
し
こ

特
別
資
料
担
当
）

朱
・
墨
等
、
近
似
の
色
を

既
刊
の
事
典
•
印
譜
・
評
伝
等
を

大

江

令

子
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鹿大伊伊飯
島口藤東岡
篤

則鯛太玄義
文二郎朴斎 目

谷白執川川
井行田崎 次
光
千太弘甕千
生郎道江虎

花
房
直
三
郎

本

間

百

里

望

月

三

英

山
中
信
天
翁

吉

田

東

伍
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め読巌鈴て家孝 愧反
ーんの 木儒は欽儒 岡
E聾代で心貞と代‘者
の悟 斎な々字゜

醇る学をにつ医は享義斎
ぎ日儒所修入たを徳保
とあめ門゜業安二
称りた‘二と‘年＾菜さ '0 貞 0 し義大一
れ以の斎歳た斎阪竺
た米ちのでがまに下
゜朱論没浅‘た生—
寛子語後見義斎 漁れ七

政 学を 郷，窯 は絹 寧る＄
七 石斎にと°
年き 田派至号名
遠わ 梅の つす0 は
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否
史
士

冒
「
戸
三

本
よ
り
採
っ
た
。
な
お
玄
朴
の
印
は
他
に

「沖
斎
書
記
」
が
あ
る
。

A
lg
e
m
e
e
n
 
h
u
i
s
h
o
u
d
e
l
y
kー
,

n
a
t
u
u
rー
》

z
e
d
e
k
u
n
d
i
g
-

e
n
k
o
n
st
-
w
o
o
r
d
e
n
b
o
e
k
.
 Am
s
t
e
r
d
a
m
,
1
7
8
6
-
1
7
9
2
.
 

掲
出
印
は
仏
・
シ
ョ
メ
ー
ル
編

『
日
用
百
科
辞
典
』
の
蘭
語
訳

れ
た
。
『
医
療
正
始
』
他
訳
書
多
数
。
明
治
四
年
没
。

定
重
病
の
と
き
幕
府
奥
医
師
に
抜
擢
さ
れ
、
の
ち
法
橋
に
叙
せ
ら

余
名
と
諮
り
神
田
お
玉
ケ
池
に
種
痘
所
を
創
立
。
同
五
年
将
軍
家

医
家
。
寛
政
―
二
年
肥
前
神
崎
郡
に
生
れ
る
。
名
は
淵
、
字
は

後
玄
朴
と
改
名
、
家
塾
象
先
堂
を
開
き
、

門
弟
四
百
余
人
を
擁
し

た
。
天
保
―
四
年
佐
賀
藩
医
官
と
な
り
、
安
政
三
年
蘭
方
医
五
〇

本
所
に
開
業
す
る
が
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
連
座
し
入
獄
。
そ
の

を
学
び

つ
い
で
シ
ー
ポ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
文
政

一
年
江
戸

本
龍
嘘
に
入
門
‘
さ
ら
に
長
崎
の
大
通
詞
猪
俣
伝
右
衛
門
に
蘭
語

伯
寿
、
長
翁
ま
た
沖
斎
と
号
し
た
。
文
政
五
年
佐
賀
の
蘭
方
医
島

伊

東

玄

朴

（
一八＝
0

|
一八七一）
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『草
木
図
説
』
明
治
七
年
刊

庫
」
と
し
て
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

一
九
年
に
「
伊
藤
文

三
年
の
退
官
ま
で
植
物
分
類
学
を
講
じ
た
。
昭
和

一
六
年
没
。

伊
藤
圭
介
・
篤
太
郎
収
集
の
本
草
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

の

一
部
が
昭
和

一
七
年
に
処
分
さ
れ
た
後
、

そ

帝
国
大
学
理
学
部
生
物
学
科
開
設
に
あ
た
り
講
師
に
就
任
。
昭
和

尋
常
中
学
、
東
京
の
立
教
中
学
等
に
奉
職
。
大
正

一
0
年
、
東
北

プ
リ

ッ
ジ
大
学
に
留
学
、
植
物
学
を
専
攻
し
た
。
帰
国
後
愛
知
県

幼
少
よ
り
祖
父
圭
介
の
も
と
で
意
陶
を
う
け
、
明
治

一
七
年
ケ
ン

伊
藤
圭
介
の
五
女
小
春
、
父
は
圭
介
の
門
人
で
入
婿
し
た
延
吉
。

植
物
学
者
。
慶
応
元
年
、
名
古
屋
に
生
れ
る
。
母
は
植
物
学
者

伊

藤

篤

太

郎

(
-八益
ー一
色）
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昭六わ御集 及ら二周 ナく
和人け に千 二 魚歌 口
ら二家仮のつ種年等人
年集名編と会御と°

b 塁門 ..文纂めを歌号 元鯛
人を字にた組所し治一
に世の尽゜織にた元—→

写 よに権力‘大 ‘勤裔 ° 年

＾ 本り出威 正歌 歌名
- しと勲五誌 を古 篇
大た し五年 -, 三 伊 屋

I 口 こて等よ ち九東に
鯛と き を り ＜ 年祐生 九

二 でこ受明さ寄命れ = 
｀ 歌告 もえけ治の 人 ‘る

知たた天花に嵩゜
ら゜゜皇し任 崎本

がれ西書も御集 をぜ正姓
刊る本 主ら風良
行 ゜ 願よ 宰れに本
さ大寺 ＜ 昭 ‘た学
れ正本 し憲和 ゜ぶ白
た九 ー予l ‘皇歌か ° オ番
゜年三 と太のた明含

没゚ 十 り 后普わ治
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『小
史
五
種
』
写
本

昭
和
女
子
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
。

桜
山
文
庫
八
万
冊
の
う
ち
、
散
逸
を
免
れ
た
八
千
冊
が、

文
庫
の
整
備
等
に
力
を
尽
く
し
た
。
明
治
三
四
年
没
。

近
年

祭
椴
の
復
興
、
皇
学
館
の
設
立
、

『故
事
類
苑
』
等
の
出
版
、
林
崎

六
年
鹿
島
神
宮
大
宮
司
、

一
七
年
伊
勢
神
宮
大
宮
司
に
任
じ
ら
れ

と
こ
ろ
と
な
り
八
丈
島
に
流
さ
れ
た
。
明
治
二
年
赦
免
さ
れ
帰
国
、

の
勤
王
党
に
く
み
し
て
国
事
に
奔
走
し
、
慶
応
元
年
幕
府
の
忌
む

則
孝
。
桜
字
と
号
し
た
。
儒
書
を
安
井
息
軒
ら
に
学
ぶ
。
水
戸
藩

神
職
、
国
学
者
。
天
保
一

0
年
生
れ
。
父
は
鹿
島
神
宮
大
宮
司

鹿
島

則
文

（一八――-九|―九〇
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『
明
珍
兜
鎧
図
』
写
本

る
。
明
治
三
五
年
没
。

弟
を
擁
し
た
。
著
書
に

『小
学
図
画
入
門
』
『
名
印
部
類
』
等
が
あ

を
折
衷
さ
せ
た
画
風
で
、
有
職
故
実
画
の
大
家
と
し
て
多
く
の
門

と
号
し
、
真
虎
の
落
款
印
譜
を
編
ん
だ
。
土
佐
派
と
浮
世
絵
派
と

社
寺
保
存
会
委
員
を
つ
と
め
た
。
画
家
大
石
真
虎
に
私
淑
し
千
虎

協
会
審
査
員
、
東
京
美
術
学
校
教
授
等
を
歴
任
、
ま
た
内
務
省
古

し
、
大
蔵
省
、
商
務
省
等
に
勤
務
、
の
ち
博
物
館
御
用
掛
、
美
術

郎
。
沼
田
月
斎
‘
土
佐
光
文
に
画
を
学
ん
だ
。
明
治
―

一
年
上
京

画
家
。
天
保
六
年
名
古
屋
に
生
れ
る
。
通
称
源
六

川
崎

千
虎

（一八――-工|―九
0

―-)

の
ち
鞘
太
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『
日
本
教
育
史
資
料
』
明
治
二
三
ー
五
年
刊

『俄
羅
斯
紀
聞
』
古
賀
侶
庵
自
箪

も
の
。 掲
出
印
の
あ
る
二
書
は
昭
和

一
三
年
川
田
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

て
そ
の
オ
学
を
う
た
わ
れ
た
。
明
治
二
九
年
没
。

修
に
も
尽
力
し
た
。
文
章
に
す
ぐ
れ
明
治
漢
文
学
界
の
泰
斗
と
し

歴
任
し
た
他
、
東
京
大
学
文
学
部
教
授
を
兼
ね
、

『古
事
類
苑
』
編

出
仕
‘

諸
陵
頭
、
錦
朗
間
祇
候
、
東
宮
御
用
掛
‘
宮
中
顧
問
官
を

,．
1
9
.
1
-
．

．
 

川
田
一
―ミ‘炭

•
•リ
ー

任
じ
ら
れ
、
ま
た
学
士
院
会
員
に
挙
げ
ら
れ
た
。
の
ち
宮
内
省
に

松
山
藩
主
板
倉
勝
静
の
儒
臣
と
な
る
。
維
新
後
、
大
学
少
博
士
に

名
は
剛
｀
字
は
毅
卿
。
山
田
方
谷
、
藤
森
弘
庵
ら
に
学
び
‘
備
中

漢
文
学
者
。
文
政
一
三
年
備
中
浅
口
郡
阿
賀
崎
村
に
生
れ
る
。

川
田

甕江（一八＿―
J
O

|一八九六
）
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警

『伊
勢
物
語
』
嵯
峨
本
裂
刻
他

い
ず
れ
も
明
治
四
一
年
に
本
人
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

管
見
に
入
っ
た
執
行
弘
道
の
旧
蔵
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
二
二
部
。

昭
和
二
年
没
。

ま
た
建
築
家

F
.
L
・
ラ
イ
ト
と
は
初
来
日
以
来
親
交
を
結
ん
だ
。

「松
下
水流
慮
」

関
係
の
業
務
に
関
わ

っ
た
。
有
力
な
錦
絵
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ

弓フ
一
歪

を
果
し
た
。
三
三
年
に
帰
国
し
農
滴
務
省
に
入
り
‘
万
国
博
覧
会

ク
ラ
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
日
本
美
術
の
紹
介
に
大
き
な
役
割

蔵
書
家
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
知
ら
れ
た
タ
イ
ル
ク
ラ
ブ
、
グ
ロ
リ
ア

年
三
井
物
産
の
初
代
香
港
支
店
長
に
就
任
。

に
入
る
。
中
国
履
門
領
事
館
に
勤
務
の
後
外
務
省
を
辞
し

級
生
と
共
に
留
学
生
に
選
ば
れ
て
渡
米
。
七
年
に
帰
国
、
外
務
省

一
三
年
再
び
渡
米
し
、

起
立
工
商
会
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
と
な
る
。
美
術
愛
好
家
、

む
。
明
治
四
年
大
隈
重
信
の
献
策
に
よ
り
、
佐
賀
か
ら
五
人
の
同

藩
校
弘
道
館
に
学
ん
だ
後
、
藩
の
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
進

執
行

弘
道
（
一八互―-|-九
-P
)

実
業
家
。
嘉
氷
六
年
佐
賀
藩
士
執
行
和
道
の
長
男
に
生
れ
る
。
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言
匡
麟
書

の
印
も
あ
る
。

没
後
そ
の
蔵
書
は
国
会
図
書
館
に
入
り
、
「
白
井
文
庫
」
と
し
て

表
』『
植
物
妖
異
考
』等
が
あ
る
。
昭
和
七
年
漢
方
の
調
合
を
誤
り

の
天
狗
巣
病
等
の
研
究
で
知
ら
れ
た
。
著
書
に

『
日
本
博
物
学
年

帰
国
後
帝
大
農
学
部
教
授
と
な
り
、
大
正

一
四
年
退
官
。
我
国
の

植
物
病
理
学
の
祖
に
し
て
伝
統
的
本
草
学
の
最
後
の
権
威
で
あ

っ

た
。
早
く
に
天
然
記
念
物
の
保
存
を
主
張
し
、

急
死
し
た
。

日
本
産
餅
病
、
桜

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
白
井
の
蔵
書
印
に
は
他
に
「
白
井
光
」

『植
物
固
鑑
』
写
本

学
校
教
授
と
な
り
、
明
治
三
二
年
よ
り
二
年
間
ド
イ
ツ
ヘ
留
学
、

京
帝
国
大
学
理
科
大
学
植
物
学
科
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
東
京
農
林

れ
る
。
藩
主
松
平
春
獄
に
英
語
を
学
び
、
東
京
英
語
学
校
か
ら
東

本
草
学
者
。
文
久
三
年
越
前
福
井
藩
士
白
井
幾
太
郎
の
子
に
生

白
井
光
太
郎
（
一会――-
|
-九――――-
)
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るを文 0 島権従島三 名;
文刊典年師羅軍9 に田国
奇間}法行... に範宜 移の学
論‘を英のと帰り藩者 T
をこ著人御な国‘邸゜
荘著のすチ用り後湯に天仕：
兵し他と工係‘藩浅靡 生保

＾ .. 衛た 9 ' ン かの れ三 盆
0 号叩五 こバ ーた事軍 る年
安明格れレ八わ に°徳 I 
永治雑をン徳年ら係国初島
三二論 恥が 国と学名藩 灸ヽ
年― ..... 辱文;島語なを周士
刊年詳lと部 のつ学薦谷
没のし省 講たぶ 幸
゜ てのの究゜゜文八
嬰 →委教に六明久の
L 日嘱授励年治 三長
な本を担ん大元年男
ど小受当だ麻奥年藩と
詳文けと° 比 命し
細典 → な一古羽にて、
き批日 る七神のよ
わ評本 ゜年 社役 り 江
ま← 小 二 徳のに徳 戸
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宗
青
因

躙
戻
臣 「

花
房
氏

蔵
書
画
」

『扶
桑
画
人
伝
』
明
治
ニ
―
年
刊
他

っ
て
本
館
に
寄
贈
さ
れ
、
「
花
房
文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
た
。

統
計
学
者
。
安
政
四
年
岡
山
藩
士
花
房
瑞
連
（
初
代
岡
山
市
長
）

の
三
男
に
生
れ
る
。
明
治
元
年
藩
候
に
よ
り
抜
擢
さ
れ
東
京
に
遊

使
官
、
外
務
省
‘
枢
密
院
、
内
閣
の
諸
官
吏
を
歴
任
し
た
。
三
〇

第
一
回
国
勢
調
査
を
計
画
実
施
す
る
な
ど
我
国
の
統
計
事
業
の
整

の
蔵
書
約
四
千
冊
は
、
大
正
一
五
年
、
昭
和
二
年
の
二
度
に
わ
た

内
外
の
統
計
関
係
書
お
よ
び
各
種
官
庁
統
計
資
料
か
ら
な
る
そ

備
に
貢
献
し
た
。
大
正
一

0
年
没
。

な
り
、
大
正
五
年
ま
で
二

0
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

年
統
計
課
長
、
の
ち
内
閣
統
計
局
の
設
立
に
あ
た
り
初
代
局
長
と

東
京
外
国
語
学
校
嘱
託
と
な
り
以
後
‘
農
商
務
省
、
太
政
官
、
公

学、

和
漢
の
学
を
修
め
、
ホ
ル
ツ
に
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
。

―
二
年

花
房
直
三
郎
(
-八翌ー一竺―-
）
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文こl

圏
購の 化問め松の オこ
入写本 一き た岡家有

本9 ' 本館 三 ゜ 辰臣職家 間
あ四で年 ... 松方 ゜
間わ ー はに服岡に名 ゜9せ八明八嘉辰有は天百里
し て巻治幡舟斧方職百明

写本- を四と - 撰故里四＾
収 ― 姓 → の実‘年 一

本間蔵年を尚 弓 を字生宍四
叢‘‘改古織学はれ

書の百め鎧文び伯震 ° 上
ら ち呈た色図 ‘ 奥陸器^
と同収 ゜ー 会あ' ~ 
し じ集 嘉 院 し わ通 一~
て叢書 に プk ... をせ称ノ
架 か七 等 増て与 l尉
蔵のか年の補高 一 田

しわる没著書 し流倉 ‘村左
てか有 ° た 梅軒
いれ職 がは衣 京
る 三 故 あか紋方 と大
゜八 実 る 号夫
巻関 ゜ 有合 をす邦
を係 文職修 ゜顕
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「桂
華
蔵
書
」

珪
翌
隈
嵩

『長
崎
諸
物
産
実
録
秘
中
』
写
本

稿
』
『
医
門
多
疾
』
『
三
世
方
』
等
が
あ
る
。
明
和
六
年
没
。

渉
猟
、
精
妙
の
術
を
も
っ
て
世
に
知
ら
れ
た
。
著
書
に

『医
官
元

て
い
る
。
将
軍
吉
宗
に
秘
庫
の
閲
覧
を
許
さ
れ
、
舶
載
の
医
書
を

者
の
貰
賤
貧
富
を
問
わ
ず
治
療
に
あ
た
り
、
多
く
の
逸
話
を
追
し

げ
ら
れ
、
元
文
二
年
奥
医
師
に
進
み
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。
患

幕
府
医
官
望
月
元
椿
の
後
を
嗣
ぎ
、
享
保
―
一
年
御
番
医
師
に
挙

名
は
乗
、
字
は
君
彦
、
鹿
門
と
号
し
た
。
三
英
は
通
称
。

一
族
の

医
家
。
元
禄
三
年
讃
岐
丸
亀
藩
医
官
望
月
雷
山
の
子
に
生
れ
る
。

望
月

三
英
（
一
六
九
七
上
甕
）
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囮 ］且閏
園 闘聾
g 患屡 棚

余住 川 事力~ 居京と竹字 山
生み 三 とる中‘し‘は政

旦
左 う を ‘宮しなの梁素斎子治中
,史J ‘送ま家てど岩 川 封藤文家
っ たの東‘倉星家 拙 ' 0 信
直た嵯 f 北重具巌と堂通文
.. 0 峨 の用実‘し門称政 塁司可
明のと地さの梅てに七五

伝快写 治山なにれ知田き 学 佐年
読.. 本 — 荘るもた遇 雲 こび衛 三 二
乾 八を゜赴° を濱え‘門河公
隆 年対明い明得らた諸 °! 
没嵐治た治‘勤が 芸 静 1 

五 。 山六が政王王‘に逸 ― 
四 房年‘府政の安秀‘郡岱悶 と職の成復志政で信東-
称をち立古士頃た天浦
し退伏後のと弟 °翁に
‘い見諸号交に家と生
風て‘官令わ家は号れ
雅京閑をのる督代する
の都院歴起 ゜ を々 0 0 

う下‘任草の譲農篠名
ち鴨 北 ‘にちりを崎は
にに白知与幽 出 業小 献゚
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-, 

楽

i 
し一

吉ヽ

田
半
迂

刻ヽ

郷ちに を他大 し り た頼学落 士

里朝自本挙‘著て '0 つで城歴口

日の鮮身館け屈 図四 三 て日‘史田
沙 新潟本よにが-阿 大91 主El ニ四上本楽家
先 約りは゜弥日館年年京史浪 'JI(
県 ー 寄‘大 本事文東京 ‘を逸地

嵐ら 立七贈明正± 地務博学 読修民理 ｛五
図 O さ治七ノ‘名監 専売め等学＾
書 0 れ四年□ 辞督士門新‘と者一

英 館冊たー没三書にの校学聞明号 ° 六ノ四→ 
祖— へを稿本 年° の ヒ あ学 に祖し元 I 
ヰ刊ア寄所 大⇒ 校倒ヨ た位講史 ＿ た治—
贈蔵五 訂 るを師論四゜元生
さし四日 刊賛な受‘を年小年今

れて五本 行等＊どけ翌載姻校学! 新涵
たい 冊 地 学た年せ戚
゜る‘名 ‘史苑゜早 ー に 県
゜お辞 土日 .. 等 の早稲躍あ 北
そよ~ 曲 行稲田学た 蒲
のび 研多政田大界るを原
他旧の 究数に大学教学に 市し郡
の蔵完 にを貢 名島なに
蔵書 書結 も著献理授声謙が生
のを 業績 しし事とを吉られ
はう機 た t~ とな得を独 C,o
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